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Abstract 
It would play an important role of the e-learning contents in
 
university and social education. The e-learning contents should be
 
constructed in anytime, at anywhere, by anyone, of any value and
 
easily. The case study of production and distribution of e-learning
 
contents ‘Earth Science lecture’by one person could be performed
 
practically using authorizing software‘PC Letter’.
Ⅰ 研究動機：ひとりの教員からの情
報発信の必要性
大学にいる多くの教員は，自分の専門を持
ちながら，教育をおこなっている．ある教員
は，自分の専門を超えた基礎教育，教養教育
に従事しているだろう．またある教員は，自
分と同じ専門分野の研究者養成のために少数
のゼミ学生や大学院生に教育している人もい
るだろう．日本にある多数の大学や研究所な
どで行われている教育のためのコンテンツ
は，多様で膨大なものとなる．それら教育用
コンテンツは，教員自身の資産でもあるし，
大学の資産でもある．そして日本の資産でも
あり，人類の知的資産である．
もし，教育用コンテンツを閉じたコミュニ
ティ内だけの利用ではなく，広く国内外の市
民に公開できれば，非常に有用な資産を生み
出すこととなる．現在では，「開かれた大学」
や大学の地域連携などで，大学の講義を市民
への公開，聴講生制度，社会人入学，WEB上
での講義内容やシラバスの公開など，さまざ
まの試みがなされている．
コンテンツの専門性，分野，学問レベルに
よって，必要とする人の数は大きく変わる．
しかし，どれほど専門的で特殊な教育コンテ
ンツであったとしても，必要とする人がいる
という前提で考えることが重要である．なぜ
なら無用の教育コンテンツなど作成されない
からである．また，教育コンテンツが公開さ
れれば，どこでいつ需要があるかは予想不可
能であるため，蓄積され公開されることがス
タートとなるからである．
ある教員が，大学であるコンテンツを用い
て教育していくということは，必要とする学
生がいることになる．しかし，その教育コン
テンツを必要とする人は，大学の特殊な専門
家のコミュニティ内だけであろうか．そうで
はないはずである．大学周辺地域の市民に限
定すれば，ある教育コンテンツを必要として
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いる人は稀であっても，日本全国や全世界，
あるいは後世の人類をも母集団と考えれば，
必要とする人は多数いるはずである．どんな
に特殊な教育コンテンツであっても，記録，
保存，配信するシステムを構築することは，
知的資産の蓄積において重要な意義があると
考えられる．
このような視点で考えると，教育コンテン
ツ作成のシステム開発は，人類にとって非常
に重要な知的資産蓄積システムを提供するこ
とを意味している．
それぞれの教員が自分の専門分野で保有し
ている教育コンテンツを，広く市民向けに，
個人で，簡単に，安価におこなうことができ
れば，知的資産蓄積システムが開発できるは
ずである．そのための手段として，IT（Infor-
mation Technology）の利用が，一番実現し
やすいと考えられる．理想的な方法論はまだ
完成していないが，著者はよりよいものを目
指して，いろいろな試行をおこなっている．
本稿では，新しい試みとして，PCレターと
いうソフトウェアをケーススタディとして使
用し，理想の E-learningコンテンツの作成，
運用のあり方を探り，方法論を提案していく．
本研究は札幌学院大学社会情報学部特別推
進研究助成を受けたものである．また，本論
文で使用した PCレターのソフトウェアは，
株式会社三栄堂（北海道浦河郡浦河町大通り
2-14 http://www.saneido.com/index.
htm）の開発したものである．著者のいろいろ
な要求を聞いていただいた株式会社三栄堂代
表取締役の三上博正氏には感謝申し上げる．
Ⅱ 現状のE-learning の問題点
教員の伝えたい学問内容，伝えたい学問レ
ベル，伝えたいという熱意と，受講者の学び
たい内容，学びたい学問レベル，学びたいと
いう熱意があれば，どのような教育環境，シ
ステムを使っても，目的が達成できるのかも
しれない．過去の教育成果がそれを物語って
いる．
しかし，現代社会では，このような条件を
満たすことは困難である．なぜなら，研究分
野の多様化，つまりは細分化された専門に従
事する科学者が教員として，非常に先端的だ
が限られた学生集団に教育をしていくことに
なる．先端分野になるほど，コミュニティは
小さくなり，教育用コンテンツは限られた場
での運用となる．かたや社会生活においても，
市民が必要とする学問の内容は，仕事で必要
な専門知識から，趣味としての入門的な知識，
マニア的な非常に狭いが深い知識など，求め
る側の興味も多様化している．多様な需要に
対応するには，多様な教育コンテンツの供給
が必要となるが，その需給のバランスをとる
ことは難しい．
従来から ITを利用した教育コンテンツの
作成，公開システムとして，音声や動画など
のマルチメディアファイルをダウンロードす
るのと同時に再生をするストリーミングとい
う手法が用いられる．多くの教育コンテンツ
が，動画と中心としたストリーミング教材と
して作成されている．しかし，動画のストリー
ミング作成のプロセスには，次のような問題
点が挙げられる．
１ 人手が必要：人手を要する多くの作業が
不可欠
ひとつの E-learning用の教育コンテンツ
を作成して，配信することを考えたとき，多
数のステップを踏むことになる．作成手順の
概略を考えると，以下のような手順が最低限
必要となる．
・講師による講義の準備
・講義の実施
・講義の記録
・講義で使用した教材のデジタル化
・講義内容を編集してコンテンツを作成
・コンテンツのネットワークでの配信・公開
・コンテンツの更新や維持管理
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それぞれのステップで，多くの人手や手間が
かかることになる．また，見栄えのするよう
なコンテンツにするには，それぞれのステッ
プで一定以上のスキルや熟練が必要となる．
このような機器やソフトウェアの操作に長け
た教師であれば，頑張れば上記のプロセスを
一人でもこなすことが可能かもしれない．し
かし，独力でおこなうとなると，膨大な労力
と時間が必要となり，個人では実験的には可
能であっても，持続的に多くの教育コンテン
ツを作成することは不可能であろう．また，
公開されているものをいくつか見ると，教師
が独力でつくったコンテンツの多くは，どう
しても「安っぽく見える」講義となり，聴く
意欲を損なうという問題が新たに発生する．
２ 時間が必要：多くの設備と長い制作時間
が不可欠
はじめて E-learningによる教育を実施し
たいと考えた場合，実施するまでには，長い
時間をかけて準備しなければできないのが現
状である．例えば設備や機材などの操作の習
熟，ソフトウェアを使いこなすための訓練に
も，長い時間が必要である．また，複雑な機
材，ソフトウェアであれば，一人で多数のも
のをこなすことはなかなか困難となり，結局
は多くの人材が必要となる．また，上述のよ
うにさまざまな作業ステップを経るために，
制作自体にも時間がかかることになる．また，
一人でできたとしても，その人は動画のスト
リーミング制作にかかりきりにならなけれ
ば，継続的に教育コンテンツの配信ができな
いであろう．ひとりの教員が E-learning用コ
ンテンツを作ろうとすると，新しいコンテン
ツを構想して制作していく余裕がなくなると
いう矛盾が生じる．
３ 特別な環境が必要：大容量サーバや高速
ネットワークが不可欠
E-learningによる教育コンテンツの多く
は，動画のストリーミングとして配信される．
安定した動画のストリーミング配信にはネッ
トワークに大きな負荷がかかる．また，高画
質な動画の配信は，大容量のためネットワー
ク環境や特別な仕様のサーバが必要となる．
このような動画のストリーミングによる教育
コンテンツを利用しようとすると，閲覧者も
限られた環境にいる人に制限される．これで
は，せっかく制作した教育コンテンツを限ら
れた用途でしか利用できないことになる．教
育コンテンツの社会への公開という本来の目
的とは矛盾したものとなる．
４ 費用が必要：いいコンテンツには資金が
不可欠
多くの人手をかけて，さまざまな機材や設
備を整え，ソフトウェアに習熟してコンテン
ツづくりをおこなうには，設備投資，高価な
ソフトあるいは特注ソフト，特別なネット
ワークの構築，サーバの確保，人材の確保と
その人件費など，多くの費用をかけなければ
ならない．したがって，動画のストリーミン
グを用いた教育用コンテンツの制作をおこな
うと，どうしても大きな教育組織で，人材，
資金力を有するところでのみ，実施可能とな
り，個人では取り組めないものとなる．そし
てそれだけの投資をおこなうためには，コン
テンツの精選や有料化などの別の問題が発生
する．
５ 教育効果：実際の対面式の教育を上回る
ことは困難である
実施している講義を動画のストリーミング
として配信する場合は，教育効果が問題とな
る．例えば，現場で直接受講している人と，
ネットワークを通じて動画のストリーミング
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配信で受講している人とを比べると，現場で
受講している人の方が，教育効果を上げてい
るはずである．そうでなければ，実際の教師
との対面での授業はなくなり，すべて動画の
ストリーミングを用いたものに取って代わる
はずである．しかし，そのような移行が起こっ
ていないのは，やはり対面式の講義の方が効
果を上げているのである．従って講義の動画
のストリーミング配信は，実際の講義を補完
するためのものであると考えるべきである．
講義内容の予習や復習，あるいは繰り返しの
受講などと位置づければよい．教員は現実の
講義をより良いものにすることに専念すべき
である．しかし，その講義内容を補い，補完
する手法として ITによる教育コンテンツを
位置づけるとすると，実用化を考えるならば，
可能なかぎり簡素化してコンテンツ制作でき
るものを目指すべきであろう．
以上の問題点は一般論である．ITを主要な
教育手段として用いているような通信制学校
や塾，予備校などでは，教育効果を上げてい
るものもある．しかし，現実に存在する大学
が取り組んでいる E-learningによる教育に
おいては，以上のような問題点が多かれ少な
かれ起こっているであろう．大学における現
状の動画ストリーミングによる E-learning
用の教育コンテンツは，講義の補助的手段で
あるにもかかわらず，誰でも手軽に作成，配
信できるものではないのが一番の問題といえ
る．
Ⅲ 理想のシステム
動画のストリーミングによる E-learning
の問題点を見てきたが，今後の E-learningの
方法論では，上記の欠点を克服しなければな
らない．そのためにひとりの教員が手軽に作
成，公開ができるものを目指さなければなら
ない．新しい E-learningシステムでは，以下
のような特徴を持つ必要がある．
１ いつでも，どこでも，だれでも，いくら
でも
理想のシステムは，教師にとっても，受講
者にとってもメリットがないといけない．そ
のためには，「いつもで，どこでも，だれでも，
いくらでも」というキーワードで示されるシ
ステムが必要であろう．
ある大学教員は何らかの教育コンテンツを
持っているはずである．その教育コンテンツ
を，いつでも，どこでも，だれでも，いくら
でも作成できることが望ましい．また，作成
された教育コンテンツは，いつでも，どこで
も，だれでも，いくらでも，閲覧受講できる
ことが理想である．そのような理想のシステ
ムとして，インターネットとコンピュータを
利用した E-learningと総称される手法が，現
状では有効であろう．
実際に普段おこなっている講義が，自動的
に記録されて，コンテンツが一気に作成され
ていくのが理想である．あるいはコンピュー
タのあるとこであれば，どこでも，教育コン
テンツが作成できることも必要である．でき
たコンテンツは，どこでも手軽に配信できる
ようになっているべきである．そのような手
軽さがあれば，講義可能な多くの教員に，コ
ンテンツ配信の道を拓くであろう．
何も大学教員に限定することはない．この
ような手軽さがあれば，伝えたいものがあれ
ばだれでも，時間を問わずいつでも，場所も
問わずどこでも，受講者数やコンテンツ量な
どを問わずいくらでも，配信できることが望
ましい．
受講者は受けたいならば，インターネット
につながったコンピュータがあれば時間を問
わずいつでも，受けたい人はだれでも，場所
を問わずどこでも，好きなコンテンツをいく
らでも受講できることが理想である．今や小
学生でもインターネットやコンピュータに関
する授業を受け，実際に利用している時代で
ある（深田他，1998；新谷・内村，1996）．彼
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らも受講者の対象と考えなければならない．
そのためには，以下で述べるようなコンテ
ンツ制作と配信だけでなく，閲覧の簡便さも
不可欠となるであろう．
２ 簡単に
動画による教育効果が大きいのは，ラジオ
講座とテレビ講座のどちらが受講者にとって
分かりやすいかを考えれば，一般にはテレビ
講座であろう．また，同じ内容のものを，テ
レビと紙芝居のどちらがアトラクティブであ
るかを考えれば，一般にはテレビであろう．
しかし，動画は容量が大きくなり，構成を
考え編集を経ないと，不要な情報が多数送出
されることになる．制作や閲覧過程における
コンピュータの能力を考えると，動画は特別
な場合だけでの利用として，別ファイルで必
要に応じて作成することにすればいい．
講義自体は動画のメリットを活かしなが
ら，必要最小限の動画的情報を盛り込めばい
い．そのために，動画のストリーミング配信
のようなシステムではなく，講義に必要最低
限の要素だけを記録することにすればいい．
では，講義に必要な要素とはどのようなも
のであろうか．実際の講義では，必要な図表，
資料などが書かれたレジメ，講師が指や指示
棒，レーザーポインターなどで示す動き，黒
板やホワイトボードの文字，講師の声が，必
要不可欠な要素といえる．
それをデジタルに置き換えると，講義のレ
ジメとして静止画，講師の指示棒としての動
くカーソル，黒板への書き込みとして線や文
字の記録，そして講師の音声のデジタル録音
に置き換えればよい．教師は講義に使用する
教材として，画像，グラフ，図，表など，事
前にデジタル化しておく．講義のときには，
必要な教材を静止画像として示しながら，そ
こにカーソルで指示したり，カーソルを動か
して強調したり，画像にカーソルで書き込ん
だりして，音声で説明して講義が進行するの
をデジタルで記録していく．ペンの動きと連
動して講師の音声も記録していく．
このようにしてデジタル化していくと音声
ファイルとカーソルの位置情報およびの筆記
した情報だけのファイルとなり，最低限必要
の講義を記録することができる．コンテンツ
の軽量化もできる．
以上の作業プロセスはコンピュータを介し
ているが，実際の講義でもプレゼンテーショ
ン用ソフトを用いてプロジェクターによる映
写と板書を併用しながら説明しているのと同
等となる．教員によっては現状の講義手法を
少々改善することになるかもしれない．しか
し，プレゼンテーション用ソフトによるプロ
ジェクター投影はかなり普及している現状で
は，多くの教員は大きな負担もなく，導入可
能となるであろう．
このようなシステムであれば，教師が実際
に学生向けの講義を，コンピュータを通して
実施すれば，ひとつのコンテンツが作成でき
ることになる．
上述の要領で実際の講義を記録，作成した
一連のコンテンツは，一般公開を考えるので
あれば，重複の削除，不足部分の補充，個人
情報や著作権に関わる部分などの削除などの
編集をしていくことになる．このような一連
の作業をひとつのソフトウェアによって，一
度の手間でできることが望ましい．さらに配
信の手続きも，同じソフトウェアの一連の操
作で可能となることが理想である．これらを
実現する理想的なソフトウェアがあれば，配
信者である教員は，ひとつのソフトウェアに
習熟すれば，簡単に E-learning用コンテンツ
を制作，配信できることになる．
また，作成したコンテンツがだれでも利用
しやすくするには，コンテンツが一つのファ
イルとして，WEBサーバに置かれているこ
とが望ましい．また，OSに付属しているよう
な一般的なブラザーで閲覧可能となれば，だ
れでもこのコンテンツを利用できる．あるい
ひとりでおこなう E-learningの教育コンテンツ発信Vol.16 No.1  5
は特殊なファイル形式になるのであれば，専
用のブラウザーは無料配布されるべきであろ
う．
ひとつのコンテンツで，多様なネットワー
ク環境の人に供給可能とするためには，ひと
つのオリジナルのコンテンツから，さまざま
な容量のものが手軽に作成可能であべきであ
る．例えば，ブロードバンド（100Mbpsから
10Mbps程度）かナローバンド（128Kbpsや
64Kbps以下）かによって，同じコンテンツで
も，画像の解像度を変え，音声の圧縮率を変
化させ，さまざまなサイズに変換できれば対
処できる．このような変換作業を経れば，だ
れでも受講可能なシステムとなるであろう．
Ⅳ ケーススタディ
E-learning用コンテンツの制作，編集，配
信が，ひとつのソフトウェアで，個人レベル
で導入可能なシステムとして行うことができ
れば，従来の動画のストリーミング配信の問
題点を解決できるであろう．そうなれば，一
人の教員が E-learning用コンテンツの制作
や配信が，「いつでも，どこでも，だれでも，
いくらでも」できる．また，受講希望者は，
「いつでも，どこでも，だれでも，いくらでも」
閲覧したいという要望を満たすシステムがで
きることになる．
著者は，実際にコンテンツの制作，配信を
ケーススタディとして，おこなってみること
にした．それによって，上述で示したような
理想のシステムであるかどうかを，実践的に
試行してみて，よい点，改善すべき点が判明
していくはずです．そこから，最終的に方法
論を構築していくことが目標である．もし完
成すれば，授業の補完システムとして，非常
に役に立つものとなるであろう．また，遠隔
地への E-learning，あるいは一般的な教育現
場での E-learningの手法としても利用しう
るものとなるであろう．
上記の理想に近いシステムとして，PCレ
タ （ー株式会社三栄堂製作）というソフトウェ
アがある．このソフトウェアは個人で導入可
能なものとなっている．制作会社と著者との
相談で上記の理想のシステムに近いものに改
善された部分があり，よりよいものとなって
きた．
以下では，PCレターを用いたケーススタ
ディをおこなったので，その概要を紹介する．
１ 方法
著者は，実際の講義で，概要を箇条書きし
たものとその回の講義で必要な図表をＡ４版
１枚のレジメを事前に作成して，毎回配布し
ている．このレジメに基づいて，板書で講義
を実施している．著者が目指す新しい E-
learningの方法論は，実際におこなっている
講義を，簡便に短時間（あるいは同時進行）
で，忠実にデジタル記録していくことである．
しかし，今回はケーススタディなので，講義
の構成も収録も別途おこなった．
著者は実際の講義レジメはすべてコン
ピュータを用いて自作している．したがって，
レジメの各要素を作成したコンピュータ画面
をキャプチャーして静止画像として必要な数
を用意することは容易である．
PCレターでは，キャプチャーした静止画
と動くカーソルとペンで講義中に書いている
ものが記録される（ペン・タブレットを使用）．
また，講師は話しながら，ペンを操作してい
るので，そのペンの動きと連動した音声を記
録していく（図１）．このような手法で，講義
の要素として最低限必要なものを記録するこ
とができる．そして，これらを PCレター内で
編集・加工して，PCレター形式（拡張子が
pcletter）のファイルが作成される（図２）．
ファイルは，ADSL回線と ISDN回線によっ
て２種類の画像のサイズと音声の圧縮率を変
えたものが作成できる（図３）．
そのファイルをWEB上で公開して，誰で
も利用可能なコンテンツとした（図４）．利用
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図１ PCレターによる講義の収録画面
図２ PCレターによる講義の編集画面
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者は，PCレター専用のビュア（PCプレイ
ヤーと呼ばれており無料で公開されている）
をダウンロードして見ることになる（図５）．
ケーススタディでは地球科学に関する一連
の内容をコンテンツとしているので，その講
義は市民に公開することにした．その告知手
段として，メールマガジンを発行して（図６），
PCレター形式のコンテンツを著者のWEB
サーバにおいて連動して公開した．
メールマガジンは，2005年10月29日から
週刊で配信をして，2006年９月23日現在も
継続中である．受講者は180名程度である．
メールマガジンとホームページの連携した
E-learningのケーススタディは，すでにいく
つかの実践例がある（例えば，小出，2003；
2005）．
大学での講義は，一回90分であるが，ケー
ススタディではメールマガジンと連動して配
信を行っているので，ひとつの講義を３回か
ら４回に分けて配信することにした．市民が
E-learningとして講義を受ける場合，90分と
いう内容は，ダウンロードでも聴講でも負担
が大きいという配慮からである．そのため一
回分のファイルを20分から30分程度に分け
て配信している．ただし，ファイル自体はサー
バにあるので，公開済みの講義はまとめて受
講することは可能である．実際の講義と違っ
て，過去の講義もWEB上で公開しているの
で，メールマガジンを途中から購読をしても，
最初から講義を聴くことは可能となる．
２ 結果
本ケーススタディは，当初予定していたコ
ンテンツ（17講）のうち，2006年12月２日
現在で，16講までが公開された（表１）．あと
１講の講義が残されていて，2006年12月中
頃に終了の予定である．また，このような教
育コンテンツがサーバに残されている限り，
図３ PCレターによるファイルの作成画面
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その効果は継続していくことになる．した
がってあくまでも現段階での結果となる．
このケーススタディの目的は，一人の教員
が，情報発信することが可能であるかという
ことである．今回のケーススタディで，コン
テンツ作成は，実際に講義をおこなっている
ようなもの，あるいは過去に作成したもので
あれば，一人でも作成可能であることが１年
間継続して実証できた．
大部分の教員は，パソコンで講義用の図表
やレジメを作成しているであろう．あるいは
プレゼンテーション用ソフトウェアを用いて
いる教員も多いであろう．コンピュータの操
作に慣れた教員であれば，今回使用した PC
レターのようなソフトを用いることで，だれ
でもコンテンツは作成可能である．
この PCレターのようなソフトウェアは非
常に操作が簡略化されており，だれでも見よ
う見まねで使用できるものとなっている（三
栄堂，2006）．操作説明書も PCレター形式の
ファイルを閲覧するだけで，コンテンツの作
成が可能となる．このケーススタディも，PC
レターで「いつでも，どこでも，だれでも，
いくらでも，簡単に」コンテンツの制作，配
信ができるため，継続できたのである．
受講者側の反応は，実際の講義とは違い，
このような E-learningシステムでは直接知
ることはできない．しかし，メールマガジン
の読者数からある程度効果を推定することが
可能である．このメールマガジンあるいはコ
ンテンツが置かれているWEBのサイトは，
どこに告知，宣伝をしていないが，メールマ
ガジンの受講者が少しずつ増加していること
がわかる（図７）．一般のメールマガジンによ
る講義の形態では，受講者が減っているのに
対し（小出，2005），今回のケーススタディで
増えているのは，本 E-learningシステムによ
る講義が，効果を発揮していると推定できる．
図４ ケーススタディで公開しているホームページ
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３ 評価
多くの大学で E-learningのシステムが稼
動している．著者はその全貌を把握している
わけではないが，いくつか閲覧できるものを
見る限り，継続的運用には上記の問題を克服
できる組織力，経済力のあるところでないと，
なかなか困難なようである．導入されている
システムの多くは，高機能であるために，巨
大な構成となり，多くの費用と人材が必要と
なっていると予想される．実際の講義での運
用となると，労力と経費が継続的につぎ込ま
なければならないであろう．そのために，い
ち教員がだれでも片手間にコンテンツを作成
するのは難しいのが現状であろう．
E-learningの理想のシステムとして，「い
つでも，どこでも，だれでも，いくらでも，
簡単に」コンテンツを作成配信できれば，そ
のような問題を回避することができる．講義
に不可欠な要素を厳選し，その要素のみを伝
えるために専用のアプリケーションがあれ
ば，今回のケーススタディで示したように実
現可能であることが判明した．
著者はすべての E-learningのシステムを
試したわけではないが，現状の E-learningシ
ステムを簡便さでみれば，今回使用した PC
レターは最良のものの一つと評価できる．
今回のケーススタディでは試行していない
が，講義中にコンピュータとペン・タブレッ
トを用いて，PCレターをプレゼンテーショ
ン用ソフトとして講義を行えば，同時記録す
る機能が PCレターにはある（「サッとプレゼ
ン機能」と呼ばれている）．この機能を利用す
れば，より簡便に効率的にコンテンツ作成が
可能となるであろう．
当然ことながら，コンテンツが充実した講
義であれば，さまざまな受講者の要望を満た
図５ ビュアでの閲覧画面
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すことが可能である．メールマガジンによる
公開方式をとったため，受講者からの反応が
メールで受け取ることができた．その結果，
大学の研究者（海外からの受講者もいる）や
高校教師，市民，子供（小，中学生にも分か
ると銘打っている）など多様な階層の受講者
がいることが判明している．そして，メール
の反応をみると，階層ごとと，要望に応じて
受講していることが判明してきた．これは一
つの教育用コンテンツであっても，多様な要
望の一端を満たすことが可能であることを示
している．
PCレターのように簡便化されたソフト
ウェアであると，教師の労力は講義をするの
とさほど変わりない手間で，最低限の労力で
コンテンツ作成をすることができる．教師は，
E-learningコンテンツの制作に煩わされる
ことなく，講義内容を充実させることに専念
するという原点を戻ることができる．
３ 問題点
今回のケーススタディで PCレターにおい
ていくつかの欠点がみつかったので，それを
列挙していく．ただし，PCレターは現在も
バージョンアップが続けられているので，現
状での評価となっていることを断っておく．
例えば，当初 PCレターでは使用不可能で
あった，動画を現在では扱うことが可能と
図６ メールマガジン
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なっている．
・Windowsでしか制作，閲覧できないこと
PCレターの制作システムはWindowsの
Delphiで作成されている．したがって，制
作システムのソフトウェアが稼動するのは
Windowsマシーンに限定されてしまう．
教師からすれば，Macintosh上でも稼動す
るシステムが望ましいのであろうが，現状
では不可能である．しかし，Macintosh上
でWindowsをエミュレートするソフトも
あるので，それを使えば利用可能となる．
・独自のビュア（PCプレイヤーと呼ばれて
いる）が必要であること
PCレター形式ファイルは PCプレイヤー
というビュアを利用して閲覧することにな
る．ビュアは無料で公開されているが，で
きれば普及しているマイクロソフト社の
Internet Exploreや，Netscape社のNets-
cape，あるいは動画再生用のマイクロソフ
ト社のWindows Media Playerなどが
ビュアとなれば，多くの人がより気楽に受
講することができるであろう．しかし，特
殊な機能を利用して効率化を図っているた
めに，現状ではなかなか難しいようである．
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表１ 公開したコンテンツ一覧（2006年12月２日現在)
Lec.0 開講のごあいさつ (2005.10.29）
Lec.000 はじめに (2005.11.05）
Lec 001  Terraの科学の考えかた (2005.11.12）
Lec 002 定義：「この世」とは (2005.11.19）
Lec 003 見かた：「この世」(宇宙）の変化 (2005.11.26）
Lec 004 はかる：この世の記述のしかた
１(2005.12.03) ２(2005.12.10) ３(2005.12.17) (2005.12.24)
Lec 年の終わりに：自然について (2005.12.31)
Lec 005 知恵をはかる：私たちの知恵の程度
１(2006.01.07) ２(2006.01.17) ３(2006.01.21)
Lec 006 不変と変化
１(2006.01.28) ２(2006.02.04) ３(2006.02.11) ４(2006.02.18)
Lec 007 はじまり：この世のはじまり
１(2006.02.25) ２(2006.03.04) ３(2006.03.11) ４(2006.03.18)
Lec 2006年春の特別講義
１(2006.03.25) ２(2006.04.01)
Lec 008 信じること：本当のこと
１(2006.04.08) ２(2006.04.15) ３(2006.04.22) ４(2006.04.29)
Lec 009 わかること・わからないこと：私たちとは何か
１(2006.05.06) ２(2006.05.13) ３(2006.05.20) ４(2006.05.27)
Lec 010 見えないもの：見えないものを見る方法
１(2006.06.03) ２(2006.06.10) ３(2006.06.17) ４(2006.06.24) ５(2006.07.01)
Lec 011 生きているということ：生命とは
１(2006.07.08) ２(2006.07.15) ３(2006.07.22) ４(2006.07.29)
Lec 012 生きていた証拠：化石
１(2006.08.05) ２(2006.08.12) ３(2006.08.19) ４(2006.08.26)
Lec 013 記録：過去を調べる
１(2006.09.02) ２(2006.09.09) ３(2006.09.16) ４(2006.09.23)
Lec 014 見ること：この世の認識の拡大
１(2006.09.30) ２(2006.10.07) ３(2006.10.07)
Lec 015 相互作用：階層間のかかわり
１(2006.10.21) ２(2006.10.28) ３(2006.11.04)
Lec 016 予測：未来を考える
１(2006.11.11) ２(2006.11.18) ３(2006.11.25) ４(2006.12.02)
閲覧ソフトの PCプレイヤーもWindows
専用となる．これは，受講者にとって大き
な制限となる．Macintoshでは，エミュ
レータを利用するしかない．
・画像サイズが限定されていること
記録用の画面は，1024×768pixelに限定さ
れている．これは，普及しているディスプ
レイサイズが15インチであるために選択
されたものである．閲覧では画像サイズは
自由に変更できる．しかし，19インチの
ディスプレイ（1280×1024pixel）も普及し
ているし，今後さらにディスプレイが大型
化する可能性もある．19インチのディスプ
レイ，あるいはそれ以上の解像度のものが
作成できるシステムにしておく必要がある
であろう．PCレターでは，静止画として
キャプチャーするために，大きな容量差に
はならないはずである．可能な限り高解像
度で記録をしておき，編集の段階で指定し
た画面サイズに変換できるような仕様にし
ておけば，将来の発展が望まれる．
Ⅴ 議 論
以下では，大学の講義を一般市民に公開す
る場合の問題点をとらえ，E-learningシステ
ムの今後の展望を考えていく．
大学の講義を市民に公開することは，なか
なか困難である．なぜなら受講者の要求や希
望と，実際におこなわれている講義内容と一
致するかどうかは不明だからである．大学の
講義は，ある一定のスキルを身に付けるとい
う目標も持った学生のためにおこなうもので
ある．彼らに対する講義がおこなわれれば，
需要と供給のバランスは合う．
ところが講義の受講者が，不特定多数の市
民となると，基礎的な学問レベルは統一され
ていないであろうし，受講動機もさまざまで
あろう．そのために，必ずしも受講した大学
の公開講座が，すべての市民の要求を満たす
とは限らない．本当に必要なのは，自分の要
求に見合った講義レベルや内容のもののはず
である．そのためには，多くの選択肢つまり
多くの講義コンテンツがないと，知的制約が
生じ，不特定多数の市民の要望を満たすこと
ができないであろう．
図７ メールマガジンの受講者数の変化
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身近な大学の講義や公開講座の概要が示さ
れ，自分の希望に合うものであっても，仕事
の都合で受講できるとは限らない．１回限り
の講義であれば，都合をつければ，何とか受
講可能かもしれないが，学問体系としてまと
まったものを，半年や１年などの長期にわた
る講義を受講するのは，仕事を持つ市民には
不可能であろう．市民にとって，時間的に制
約を受けるようなシステムでは，受講が不可
能となる．どうしても社会人である市民には
時間的制約が負担となる．その制約を解除す
るには，いつでも受講できるシステムが必要
となる．
希望する講義を身近な大学で求めること
は，なかなか困難である．首都圏や大都市の
住民であれば，いくつもの大学があり，いく
つもの公開講座があり，選択肢が広がる．そ
して希望に合えば大学に出向いて受講するこ
とも可能かもしれない．しかし，地方在住の
市民においては，希望を満たすことは不可能
に近い．現実の講義を受けるためには移動や
交通などを介する空間的制約が生じる．この
ような空間的制約をなくすには，自宅でも，
あるいはどこでも受講できるシステムが必要
となる．
市民が希望する講義が近くの大学であって
も，現実の講義は教室でおこなわれる．教室
には施設として定員がある．その定員を超え
れば，どんなに自分の要望にあった講義で
あっても受講できないことになる．量的制約
を受けることになる．そのような制約をなく
すには，人数に制限を設けることのないシス
テムが望ましい．
上記のような制約をなくすために，E-
learningの役割とその重要性が生じてくる
のである．そのような指摘はすでに多くの識
者がおこなっている（例えば，今栄国晴編，
1998；岡本敏男編著，2000など）．
知的制約をなくすには，多くの選択肢を提
供することである．そのためには多くの教員
が自分の講義を，だれでも簡単に教育用コン
テンツにできることが必要である．時間的制
約をなくすには，コンテンツが常に閲覧可能
な状態になっていることが重要であろう．そ
のためにはサーバ上で公開されており，必要
な人はいつでも見ることができるのが理想で
ある．そうすれば空間的制約も量的制約も同
時になくすことができる．
以上のように，手軽にコンテンツ作成でき，
それがサーバ上で公開可能となれば，市民へ
の大学の公開として非常に有効な手段となる
であろう．そのためには，コンピュータの操
作がある程度できる人であれば，特別なスキ
ルがなくても，コンテンツ作成可能なアプリ
ケーションが必要であろう．そのようなアプ
リケーションが普及することで，教育用コン
テンツが充実していけば理想の E-learning
となるであろう．
Ⅵ まとめ
教育とは，どんなに教師が熱心であっても，
受講者に熱意がなければ成り立たない．受講
者に熱意があっても，教師に熱意がなければ
成り立たない．教える側がベストの教材と熱
意を持って講義を提供して，その講義を望む
受講者が熱意をもって受けて，初めて完結す
るものであろう．また，どんなに教師と受講
者が熱心であっても，両者の要望が一致しな
いと，教育効果は上がらない．その需要と供
給が合えば望ましい教育がおこなえるはずで
ある．
著者は理想の E-learningを求めて，いろい
ろ試行を重ねている．メールマガジンやホー
ムページを使ったものも試してきた．そして，
今回 PCレターというソフトに出会い，それ
を用いてケーススタディとすることができ
た．
今回ケーススタディとして PCレターを用
いた E-learningの方法は，教師が熱意をもっ
て充実した講義をすれば，音声を通じて受講
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者は敏感に感じることができる．そして本研
究で示したようなコンテンツを，「いつでも，
どこでも，だれでも，いくらでも，簡単に」
作成できれば，供給側の問題は解決されるこ
とが実証的に示せた．
ある教育用コンテンツをどれくらいの人が
必要としているかは，テーマによって違って
くるであろう．特殊なテーマであれば，地域
によってはほとんど受講者がいないかもしれ
ない．しかし，日本中，あるいは世界中を探
せば，熱心な受講希望者が潜在的にいるはず
である．インターネットを介した E-learning
コンテンツの蓄積をおこなえば，需要と供給
のバランスをとることが可能であろう．
一番の問題は，需要を満たすために受講者
が，このようなコンテンツ群にいかに簡単に
たどり着けるかである．そのような問題を解
決するには，総合的な窓口として「バーチャ
ル・オープン・ユニバーシティ」のようなも
のを構築して，良質なコンテンツを公開し，
それらのコンテンツにはだれでも自由に閲覧
可能となるようなシステムがまず必要とな
る．その上で検索サイトを用いて告知し受講
者を募ることになるであろう．コンテンツを
蓄積，配信，閲覧していくシステムも同時に
開発していく必要があるであろう．このよう
な総合的なシステム構築は，今後の課題であ
る．
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摘 要
E-learning用コンテンツは，大学や社会教
育において需要役割を果たしていくはずであ
る．そのためには，いつでも，どこでも，だ
れでも，いくらでも，簡単にコンテンツを制
作できることが必要である．有用性を実証す
るためにケーススタディとして講義の E-
learningコンテンツの作成と配信をおこな
い検討した．
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